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地域医療ネットワークのための

医療⇔介護⇔福祉の直結

救急から在宅までの連続した地域医療システム

「連携シート」活用の提案

（医療・介護連携共有シート）縦パス＆横パス



救急搬送

急性期治療＝ 急性期病院

回復期治療
回復期リハビリテーション病院＝

維持期治療

慢性期治療

地元開業医

診療所など

（訪問診療・在宅医療）

＝

（脳卒中などの急病、交通事故等の外傷）救急医療



急性期病院

回復期リハビリテーション病院

地元開業医・診療所

（介護・ケア）

地域施設



「連携シート」活用が役立つ

縦パスー急性期～慢性期

横パスー医療～介護や福祉

ひとりひとり違う状態や病状

それぞれの立場で必要な情報も違う



実際の運用方法

70代男性 悪性の脳腫瘍

頭部MRI冠状断画像（初診時）

右
左

頭部MRI水平断画像（初診時）

右
左



視覚異常、認知症、見当識障害、

右上下肢麻痺等があって受診。

悪性の脳腫瘍と診断された。

手術を拒否して、当科外来を受診。

薬物療法、通院治療を続けた。



意識障害、摂食嚥下障害が出現し

右上下肢麻痺等も悪化して、

動けなくなり、当院を救急受診した。



頭部MRI水平断画像（1ヶ月後）

右
左

悪性脳腫瘍の増悪が認められた。



当科に緊急入院となり

ステロイド療法等の薬物治療を受けた。

抗癌剤は使用しなかった。

症状軽快して、少量なら食事が摂れて

家族との意思疎通も可能となったので

自宅へ退院。



開業医・訪問診療、在宅介護を受けて

地域で維持期治療が継続できるように

退院前に地域連携カンファレンスを開催。

医師、看護師、薬剤師、リハビリセラピスト、介護士、

社会福祉士、ケアマネジャー、訪問看護ステーション職員、

訪問入浴ケア職員、ショートステイ相談員、管理栄養士、

福祉用具職員、そして家族

顔の見える地域医療ネットワーク



「連携シート」の活用



誤嚥性肺炎を発症した。

訪問診療医からの紹介で

当院にまた入院となった。



救急から在宅までの連続した地域

医療システムの運用には

「連携シート縦パス＆横パス」の活用

が有効と考えられる。

地域医療ネットワークのためには、

医療⇔介護⇔福祉の直結が重要。


